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　耐久性、耐熱性に優れたアスベスト（石綿）は、広範囲の建材に利用されてきたが、アスベストの形状
が微細な針状であるため、肺がんや中皮腫の原因となる危険性がある。この危険性を回避するには、ア
スベストの飛散防止処理技術、および廃棄アスベストの無害化処理技術が重要であり、現在これらの技
術開発が進められている。
　飛散防止処理技術としては、アスベストを含む耐火建材の耐火性能を低下させない新塗料として、シリ
コンを用いた塗料が開発された。無害化処理技術としては、フッ化カルシウムと酸化カルシウムをアスベ
ストに混合させ加熱することにより、従来1,000℃を要した無害化処理を700℃でも実現可能とする技
術の開発が進められている。また、アークプラズマにて作り出された超高温状態でアスベスト廃棄物を短
時間で無害化し、さらに骨材としての再利用を可能にする技術開発も進められている。これらの技術の普
及により、二次被害の危険性を秘めた埋め立て処理から無害化処理への移行が期待される。
トピックス3　アスベストの安全対策に向けた処理技術
　天然の鉱物であるアスベスト（石綿）は、化学
的に安定であると同時に耐熱性があるため、セメ
ント補強材、ビルの鉄骨の耐火被覆材、断熱材、
吸音材等の材料として広範囲に利用されてきた。
しかし、アスベストの形状は非常に微細な繊維状
（針状結晶体）であるため、人体に吸入されたとき、
肺に突き刺さり、肺がんや中皮腫を引き起こす危
険性がある。そのため、大量に使用されてきたア
スベストの危険性は大きな社会問題となっている。
このアスベストの危険性を回避するには、アスベ
ストの使用禁止はもとより、アスベストを含む多
くの建材からのアスベスト飛散を防止する処理技
術や除去したアスベストを無害化する処理技術は
極めて重要であり、これらの安全対策に向けた処
理技術の研究開発が進められている。
　アスベストの飛散防止に関しては、大成建設譁、
ニチアス譁、中国塗料譁らにより新塗料が共同開
発された。アスベストが露出している建材にこの
塗料を吹き付けると、内部に浸透して表面が固ま
り、アスベストの飛散を防止することができる。
従来の有機系塗料では、アスベストの含有率が低
い耐火建材（注１）に対しては、塗料が内部に浸透し
にくく、表面のみに可燃性塗料が塗布された状態
となるため、耐火性能を確保することは困難であ
った。しかし、今回開発された塗料は、コンクリ
ートに浸透しやすいシリコンを中心とした化合物
を利用することにより、アスベストの含有率が低
い耐火建材に対しても耐火性能を落とさずに適用
することができる。
　アスベスト廃棄物を無害化する技術としては、
群馬工業高等専門学校や譛電力中央研究所におい
て開発が進められている。群馬工業高等専門学校
では、フッ化カルシウムと酸化カルシウムをアス
ベストに混合させて 700℃で加熱することにより、
無害化をおこなう技術開発が進められている。ア
スベストは、フッ化カルシウムや酸化カルシウム
と反応すると、600℃で繊維構造が崩れ始め、700℃
で結晶構造がなくなって粒子状となり無害な物質
へと変化する。アスベストの熱分解にはこれまで
1,000℃以上の高温にする必要があったが、この手
法では低温で無害化できるため、処理装置を低価
格で製作できる可能性があり、現在、実用化に向
けた技術開発が進められている。譛電力中央研究
所では、アークプラズマにて超高温状態をつくり
だし、短時間でアスベスト廃棄物を溶融して無害
なスラグに変換すると同時に、そのスラグの粒子
径を均一にして骨材（注２）として再利用可能にする
技術開発が進められている。この技術は、ロート
状の容器に、1,500℃程度に加熱して溶かしたアス
ベストをゆっくりと流し落とし、その間に冷却さ
せて直径５mm程度の粒子をつくりだし、骨材と
して利用しようとするものである。現在、実用化
に向けた開発が進められている。これらの新技術
を利用したアスベストの無害化処理が普及すれば、
二次被害（飛散や流出）の危険性を秘めたアスベ
ストの埋め立て処理から無害化処理の流れができ
ることが期待される。
（注１）1975 年以前ではアスベスト含有量が 60～ 70％と高
い建築材料が使用されていたが、アスベストの使用制限が
厳しくなった 1975年以降の建築材料では、アスベスト含有
量は５％未満となっており、2004 年にはアスベストの使用
が原則的に禁止となっている。
（注２）コンクリートやモルタルを造るときに、セメントと
水と一緒に混ぜる砂や砂利のことをいう。
